

































































































































































 第1図  閉経前対照群に於ける尿中E前田gen
 と17-KSのバランス状態
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 第3図  閉経前乳腺症五型に左筆ナる尿中E3t卜
 ogenと17-KSのバランス状態



















































































 第3表  閉経前乳癌21例に於ける乳腺莚
 合併乳癌と非合併例の尿中Eεt-
 rOger1と17-KSのバランス状態
 …}_、..二丁騰儀.匹』鯛
 
 乳腺症合併乳癌1円3.、2一.旦._且、
 翌年醗1二蜜「亜1漁望星.至..
『
5'
O『
審査
果
結 要
旨
 乳腺症及び乳癌に於ける尿中猛stroge取及びAndmgenの指標としての1アーKSの排泄
 状態に就ての報告は少くない.併しその多くは単にこれらの増減を報ず為にとどまり,病変進展度
 とこれらホルモンとの関係に就ての検索は不十分であった。著者はこの点に着、目して乳腺症及び乳癌
 に就て月遅週期に亘って尿中Estrogeりと17-KSを同時に測篤し,E“rOgeロと1アーK$
 .のパラソス状態⊂Estro区ea打直/17-KS間直)とこれら疾患の病変進展度との関係を検討
 し,両者の間には密接な関係のある事を明かにした.
 先づ乳腺症患者の尿中Estr6geロと{7-KSのパラγス状態をパラγス曲線及びパラソスの
 徳の両面から検討し,乳線症患者に於ては(1)バラγス異常例が過半数を占めていた事,(2)パラソス
 異常としては(a)バラγス曲線は正常例と同様ピークを示すもパ貢γス敏の高いもの,(b)ピークを欠
 ぐ不規則な曲線を示し,比較的高いバラγス億を継続していたもの,(C)ピークを欠き,低いバラン
 ス値を示したもの等種々であった事を指摘している.
 次に著:者は乳腺症の病変進展慶を初期,開花期,萎縮期め三期に大別し,各娚に齪てバラγス状
 態を検討し,(1〉初期ではEstτogenは正常なるも.17一・KS低下にとる唱対的Es惚Ogea過ll自」
 が認められた事,(2)病変の進んだ開花期では種々のバラγス状態が見られたが,バテンス領が高く
 Es“ogen過剰と判定された例が多く,特に乳横様以上の高度上皮増殖例Cうち1例は癌性変化
 例)では著明なEstrogeロ過剰例が多かった事,(5)これに対し開花期でもFibr“matosis
 と類似の組織像を呈し,委縮期に傾いていた例及び萎縮期ではEstroge篇排泄1は低下し,バラン
 スは正常の下限蚊はそれ,以下で毒つた事を認めている.そしてこの検査成績より性ホルモγ代謝と
 乳腺症の進展過程との関係を次の如く推理している.即ちBstrogeaとi7-KSのバラγ不状
 態の不均衡に基顕する如き相対的Estrogen過無ゆ存在下に於ては乳線に極々の増殖変化が起り,
 闘花期に至るまでの多彩な組織隊を呈するがその後大部分の例ではEs亡rΩgenの低下と共にそ
 れ迄の増ダ1創生変化1ぱ次第に退縮し,乳腺全体はFibromatΩsisの形態をとる.し.かしこの期
 に於ても顕著なEstroge聰排泄過剰を示す例では上皮増殖は睡盛となり,終には癌にまで進展
 する危険が大で挙ると推論している.
 一方乳癌患者の尿中Estr命ge島と17-KSのノくうγス状態に就て1ま,IE常のもの,低いもの9高ハも
 の等色々であったが,正常或は低いものが多く、叉成熟乳癌では乳腺症を合併せる乳癌と合併しない
 乳癌との間にもパラγス上著明な差異は見られなかった.従って乳癌の発生にはEstr爵gep以
 外の因子も考慮しなければならないが,た黛乳様症を伴った小乳癌はEs廿のge皿過剰状態を示
 ・していた事及び上皮増殖の顕著な乳腺症ではEst節gen過剰獅が多かった事より,乳腺症の癌
 化には少くともEstroge口過剰が一条件となるであろうと結論している.
 従来より乳腺症及び乳癌に於ける尿中Estrogea及び哩7-KS排泄1状態を研究した報告・は少
 くないが,その成績はまちまちで塗る.著者は之等の成績を病変進展度と比較分析じ,両者の関係
 を明かにしたもので,この領域に貢献すろ所大である.
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